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寄稿論文 
ISAP６成立までの議論の経緯 

 
藤澤陽介* 

2019年3月 11日 
概要

本稿では、国際アクチュアリー会の ERM プログラムに関するモデル実務基準 ISAP６が採択されるまでの

議論の経緯を紹介する。その上で、成立した ISAP６の概要を説明するとともに、関連する ISAP１と ISAP

５を紹介した上で、日本の実務を踏まえた考察を行う。 

 
キーワード： 、リスク管理、 、 、実務基準 
 

1  はじめに 

「リスクと保険」 号において、国際アクチュア

リー会が公表した ６の公開草案 を紹介した

（藤澤 ）。日本アクチュアリー会では 委

員会が中心となり、当該公開草案に対する日本アク

チュアリー会としての意見を取り纏め、意見提出を

行った。その後、各国からの意見を反映した

６が公開され、 年 月のメキシコ会議におい

て、 ６が採択された。本稿では、日本アクチュ

アリー会が提出した意見も含め、 ６が成立する

までの議論の経緯を紹介したい。

本稿の構成は次の通り。第２章で ６の公開草

案が公表されるまでの経緯を概説する。 ６の公

                                                   
 
 
 
 
 
1 正式名称は Exposure Draft of Proposed International 
Standard of Actuarial Practice 6 (ISAP6) on Enterprise 
Risk Management Programs and IAIS Insurance Core 
Principles 

開草案の概要は、藤澤 を参照して欲しい。第

３章で ６の公開草案に対する主要な意見を紹

介した上で、第４章で公開草案からの変更点を中心

に成立した ６の概要を説明する。第５章では、

６を含むすべての のベースとなる １

を紹介し、第６章では ６と関連のある ５

を紹介する。そして、第 章で、日本の 実務を

踏まえた考察を行う。

2  ISAP6 の公開草案までの経緯 

2.1  戦略的アクションプラン 
国際アクチュアリー会は、 年 月 日に

「

」を公表した。

この中には、今後検討するモデル実務基準として、

６を含む５つの項目を取り上げることが記さ

れている。
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